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広報 2平成22年４月号

健
全
財
政
堅
持

平
成
22
年
度
予
算
総
額

～
新
年
度
の
予
算
編
成
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

１
１
０
億
９
９
０
９
万
円

平
成
22
年
度
予
算
が
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

１
１
０
億
９
９
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
が
、
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
基
本
命
題
と
し
て

行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
57
億

４
２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
53
億
５
７
０
９

万
円
の
総
額
１
１
０
億
９
９
０
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、昨
年
度
予
算
に
比
べ
0.3
％
の

増
加
に
な
り
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
予
算
額

を
確
保
し
、
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性
化
や
一
層
の

住
民
負
担
の
軽
減
を
柱
に
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　

主
要
事
業
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
実
証

運
行
を
全
町
で
実
施
し
、
よ
り
使
い
勝
手
の

良
い
地
域
公
共
交
通
体
系
の
構
築
、
「
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
事
業
」
の
対
象
を
入
院
・

通
院
と
も
に
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
、
国

民
健
康
保
健
会
計
の
財
源
不
足
を
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
行
な
わ
ず
に
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
対
応
、
小
中
学
生
の
教
育
体
験
旅

行
や
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
の
受
け
入

れ
、
町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
や
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
病
院
運
営
費

補
助
の
増
額
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
や
決
算
な
ど
の
、
町
の
お
金
に
か

か
わ
る
お
知
ら
せ
記
事
は
、
難
し
く
感
じ

る
か
た
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
重
要

な
事
項
で
す
。

　
そ
こ
で
本
年
度
予
算
の
た
い
せ
つ
な
事

柄
は
「
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。数
字
が
苦
手
な
か
た
は
、「
ポ
イ
ン
ト
」

の
記
事
を
中
心
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

お
願
い

区       　　分 平成22年度 対前年比（％）

一般会計 57億4200万円 △0.5

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 10億8307万円 4.8

老人保健特別会計 77万円 6.2

後期高齢者医療特別会計 1億1932万円 △3.1

介護保険特別会計 12億5855万円 0.4

簡易水道特別会計 2億1620万円 79.6

下水道事業特別会計 3億7920万円 △22.5

農業集落排水事業特別会計 2億8423万円 △2.3

病院事業会計 20億1571万円 1.5

収益的収支 20億0265万円 1.4

資本的収支 1305万円 20.9

計 53億5709万円 1.1

合　　　計 110億9909万円 0.3

特集 予 算 報 告



3 広報 平成22年４月号

自主財源

26.8％

依存

財
源
73
.2
％

10億5630万円
町税

（18.4％）

27億8000万円
地方交付税
（48.4％）

4億9810万円
町債

（8.7％） 目的別
歳　入

1億6156万円
諸収入（2.8％）

7636万円
地方譲与税（1.3％） 4083万円

その他（0.7％）

4億2746万円
県支出金
（7.5％）

2億8860万円
国庫支出金
（5.0％）

9392万円
地方消費税交付金（1.6％）

1億5000万円
繰越金（2.6％）

8299万円
分担金負担金
（1.5％）

8588万円
その他（1.5％）

歳 入 一般会計57億4200万円の内訳

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町　　　税	 町が独自で課税 ･ 徴収することができる税金で町民税、固定資産税、軽自動車税など。

■繰 越 金	 前年度から今年度へ持ち越した金額。

■繰 入 金	 基金の取り崩しなどで一般会計へ移された金額。

■諸 収 入	 延滞金、預金利子、雑入など他の科目に含まれない金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税	 全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から町に交付されるお金。

■町　　　債	 公共施設の整備など、多額の経費が必要なものの財源に充てる町の借入金。

■県 支 出 金	 特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■国庫支出金	 特定の事業に対して、国が町へ交付するお金。

■地方消費税交付金	 地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按
あん

分し、

　　　　　　　町に交付するお金。

用
語
の
説
明

■町税は、東京電力の原子力発電停止の影響や経済の低迷が続いていることから減収で見込みました。

■国庫支出金が前年度比１億円減った理由は、森林組合の野菜等処理加工貯蔵施設建設が完了したためです。

■地方交付税は、公表されている単位費用を基に算定すると対前年比2.96％増となりました。

■家庭でいうところの貯金の取り崩しにあたる基金繰り入れは、減債基金、ふるさと支援町づくり基金以外は行いま

せんでした。

■借金（町債）は、有利債を主体に借り、対前年度比約11％増えていますが、臨時財政対策債を除くと、対前年度比3.8％

減となりました。

　※有利債･･･町債は町の借金ですが、その何割かは後年に交付金として戻りますが、戻る率が高い起債を有利債と呼ん

でいます。その有利債の一つである過疎債の期限が今年で切れることが心配されましたが、6年間延長されること

になりました。

　※臨時財政対策債･･･地方一般財源の不足に対処するために発行される地方債で、その元利償還金相当額が後年度に

交付金として戻ります。

■下水道工事が、ほぼ終了したことで、下水道特別会計が大幅減となっています。

ポイント
1

平成 22 年度　津南町　予算報告
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目的別
歳　出

14億2869万円
民生費
（24.9％）

7億1854万円
土木費
（12.5％）

7億962万円
農林水産業費
（12.4％）

6億3393万円
総務費
（11％）

5億7870万円
衛生費
（10.1％）

5億3028万円
教育費
（9.2％）

5億128万円
公債費
（8.7％）

2億7965万円
消防費（4.9％）

2億4693万円
商工費（4.3％）

1億1438万円
その他（2％）

歳出の内訳

■予算額は、昨年並みだが、事業の中身は変っている!!

　昨年との予算増減額　上位３つ

　増えた部門	 1位	 民生費（1億5133万円↑）

	 	 	 主な理由：子ども手当の創設、国保特会への繰出金

	 	 2位	 総務費（1億1320万円↑）

	 	 	 主な理由：公共交通の見直し、共聴施設の地デジ化、選挙

	 	 3位	 衛生費（	　4776万円↑）

	 	 	 主な理由：津南病院への補助金の増額

　減った部門	 1位	 農林水産費（-1億9684万円↓）

	 	 	 主な理由：森林組合の野菜等処理加工貯蔵施設工事完了のため

	 	 2位	 公債費（-9108万円↓）

	 	 	 主な理由：借金残高（地方債残高）が減ったことで返済金が減ったため

	 	 3位	 教育費（-5674万円↓）

	 	 	 主な理由：校舎耐震診断及び補強設計委託料の減、スクールバスの運行見直しなど

ポイント
2

用
語
の
説
明

一般会計　目的別

一般会計57億4200万円の内訳

■民 生 費	 高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など安定した社会生活を保障するための経費。

■土 木 費	 道路や河川の整備や維持管理などの経費。

■農林水産業費	 農林業の振興や土地改良事業などの経費。

■総 務 費	 自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計などの経費。

■衛 生 費	 健康の維持増進や環境整備など健康で衛生的な生活を維持するための経費。

■教 育 費	 小中学校の施設整備や義務教育、公民館活動、社会教育など教育関係の経費。

■公 債 費	 町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

■消 防 費	 広域消防への負担金や町消防団の運営にかかる経費。

■商 工 費	 商工業の振興や観光の振興などの経費。

特集 予 算 報 告
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性質別
歳　出

12億8949万円
補助費
（22.5％）

9億9351万円
人件費
（17.3％）

8億5831万円
繰出金
（15％）

7億9745万円
物件費
（13.9％）

5億3428万円
公債費
（9.3％）

5億600万円
普通建設事業費
（8.8％）

2億8517万円
その他（4.9％）

4億7779万円
扶助費（8.3％）

■性質別経費では、普通建設事業費

が対前年度比2億7446万円の減

となっていますが、主なものは野

菜等処理加工貯蔵施設工事が完了したことによ

るもので、町道改良関係予算は前年度並みを確保

しています。

ポイント
3

一般会計　性質別

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…514,793円

商 工 費

22,138s 10,254s

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

56,834s

25,072s

消 防 費教 育 費

47,542s

51,883s

衛 生 費土 木 費

64,420s

44,942s

公 債 費

民 生 費

128,088s

農林水産費

63,620s

●平成 22 年度４月１日現在の人口 11,154 人で換算

平成 22 年度　津南町　予算報告
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G
eneral affairs

W
elfare hygiene

■
公
共
交
通
の
全
面
見
直
し

（
定
期
バ
ス
運
行
補
助
事
業
５
２
１
４
万
円
）

（
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
総
合
事
業

１
６
３
７
万
円
）

　

地
域
公
共
交
通
実
証
運
行
を
全
町
で
実
施
し
、

よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
地
域
公
共
交
通
体
系
を

構
築
し
ま
す
。

■
10
年
先
を
考
え
る

（
総
合
振
興
計
画
策
定
事
業
１
２
５
万
円
）

　

町
の
計
画
の
基
幹
と
な
る
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

■
地
デ
ジ
対
応
の
共
聴
施
設
へ
改
修

（
通
信
・
放
送
メ
デ
ィ
ア
対
策
事
業
４
０
０
０
万
円
）

　

共
聴
施
設
で
電
波
を
受
信
し
て
い
る
団
体
へ

地
デ
ジ
対
応
改
修
工
事
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
町
に
な
る

（
防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
事
業
４
６
９
万
円
）

（
防
災
対
策
事
業
70
万
円
）

　

災
害
や
救
助
な
ど
に
使
用
す
る
移
動
型
の
無

線
機
が
老
朽
化
し
た
た
め
機
器
の
更
新
を
行
い

ま
す
。
ま
た
備
蓄
食
糧
を
購
入
し
災
害
に
備
え

ま
す
。

■
冬
場
の
安
心
を
確
保

（
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
事
業
３
７
９
万
円
）

　

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
大
場
集
落
に
も
設
置

し
、
町
内
で
６
名
に
な
り
ま
す
。

■
国
保
料
の
据
え
置
き

（
国
保
特
会
計
繰
出
金　

１
億
３
３
１
３
万
円
）

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
や
国
保
会
計
の
貯
金
に

あ
た
る
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
こ
の
10
年
間
、

国
保
料
金
の
値
上
げ
を
せ
ず
に
き
ま
し
た
が
、

そ
の
基
金
が
底
を
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一

般
会
計
か
ら
、
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
を
行
う

こ
と
で
、
国
保
料
金
を
据
え
置
き
に
し
ま
す
。

■
子
ど
も
の
医
療
費
扶
助
を
拡
大

（
乳
児
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
２
０
６
５
万
円
）

　

子
ど
も
の
通
院
・
入
院
な
ど
の
医
療
費
扶
助

を
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
卒
業
ま
で
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

■
町
立
津
南
病
院
を
維
持

（
津
南
病
院
運
営
費
補
助
１
億
５
０
０
０
万
円
）

　

津
南
病
院
の
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

総
　
務

福
祉
保
健

■公共交通の全面見直しにより、数部署に分散していた予算が集約されました。

■国保料の値上げをしないために、一般会計から繰り入れを行いました。

■地域医療を守る津南病院を維持するために補助金を増額しました。

■プレミアム商品券への補助や住宅改修補助などの景気刺激策を昨年に続いて計上しました。

■平成21年度に緊急経済対策として地域活性化・きめ細やかな臨時交付金が交付されたことで、平成22年度に予定し

ていた事業を前倒しで予算計上しています。

ポイント
4

公共交通の見直しで、路線バスと鉄道の便がつながりました。

地域医療を守るため、一般会計からの津南病院への補助

特集 予 算 報 告
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Agriculture and forestry
Com

m
erce and industry

C
onstruction

E
ducation

■
農
業
立
町
の
基
盤
固
め

（
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
５
３
４
７
万
円
）

　

ユ
リ
切
花
の
通
年
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
、

鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、

野
菜
直
売
所
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
労
働
の
場
を
確
保

（
商
工
振
興
助
成
事
業
１
２
９
１
万
円
）

（
地
域
雇
用
対
策
事
業
２
７
７
２
万
円
）

　

商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
へ
の
補
助
や
、
雇
用
の
確
保
の
た
め
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
行
い
商
工
振
興
と
雇
用
の
場
を

確
保
し
ま
す
。

■
観
光
施
設
の
修
繕

（
観
光
施
設
維
持
補
修
費
１
５
１
４
万
円
）

（
観
光
客
誘
客
宣
伝
事
業
１
１
６
３
万
円
）

　

老
朽
化
し
て
き
た
観
光
施
設
の
修
繕
と
、
ひ

ま
わ
り
広
場
の
駐
車
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
快
適
安
心
な
住
宅
環
境
の
整
備

（
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
７
７
０
万
円
）

（
住
宅
改
修
・
耐
震
診
断
事
業
１
０
９
０
万
円
）

（
公
営
住
宅
建
設
事
業
１
億
８
６
４
万
円
）

　

融
雪
、
耐
雪
、
落
雪
等
に
対
応
し
た
克
雪
住

宅
整
備
費
の
補
助
や
不
況
下
の
建
設
業
へ
の
支

援
策
と
し
て
住
宅
改
修
補
助
と
耐
震
診
断
補
助

を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
美
雪
町
に
町
営
住
宅
を
１
棟
建
設
し
ま
す
。

■
教
育
の
充
実

（
特
別
支
援
教
育
振
興
事
業
１
９
７
４
万
円
）

（
複
式
教
育
強
化
事
業
７
２
６
万
円
）

　

教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
に
対
応
す
る
た
め
に
、
町
単
独
の
介
助
員
を

さ
ら
に
増
員
し
ま
す
。
複
式
学
級
の
町
単
独
加

配
教
師
は
、
統
合
校
分
を
他
校
に
ま
わ
し
、
少

数
校
の
教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

農
　
林

商
　
工

建
　
設

教
　
育

（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
９
５
２
９
万
円
）

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
の
第
３
期
対

策
が
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５

年
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

市場での評価が高い、津南のユリ。
通年栽培を目指した施設補助を受
けます。

雨に弱いひまわり畑の駐車場に砂利を入れ整備を行います。

平成 21 年度に建設した町営住宅と同じ住宅を１棟建設します。

■
中
央
水
道
と
外
丸
地
区
を
繋
ぐ

（
中
央
水
道
統
合
事
業
ほ
か
１
億
３
５
０
万
円
）

　

中
央
水
道
と
外
丸
地
区
の
水
道
を
繋
ぎ
、
水

道
の
安
定
化
と
維
持
補
修
費
の
コ
ス
ト
削
減
を

目
指
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
予
算
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
21
年
度
中
に
、地
域
活
性
化
・
き
め
細

や
か
な
臨
時
交
付
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
、

平
成
22
年
３
月
に
総
額
約
１
億
１
千
万
円

強
の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
予
算
で
す
が
、実
際
に
は
、

平
成
22
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事

業
が
多
く
、
平
成
22
年
度
の
主
要
事
業
が

少
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
町
公
民
館
屋
根
防
水
工
事

　（
９
３
０
万
円
）

■
津
南
中
体
育
館
屋
根
塗
装
工
事

　（
４
８
３
万
円
）

■
林
道
作
業
道
開
設
工
事
　
高
野
山
線
ほ
か

　（
７
８
９
万
円
）

■
林
道
補
修
工
事

　（
６
０
０
万
円
）

■
町
道
改
良
舗
装
事
業
　
上
向
線
ほ
か

　（
１
４
０
０
万
円
）

■
道
路
補
修
事
業
　
下
日
出
山
線
ほ
か

　（
２
９
０
０
万
円
）

■
街
灯
維
持
管
理
事
業
　
１
６
６
カ
所
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　（
５
０
０
万
円
）

■
消
雪
施
設
維
持
補
修
事
業

　（
５
０
０
万
円
）

■
橋
梁
維
持
修
繕
事
業

　（
３
０
０
万
円
）

■
病
院
事
業
会
計
補
助
　
空
調
改
修
工
事

　（
３
１
２
０
万
円
）

地
域
活
性
化

　

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
分

平成 22 年度　津南町　予算報告
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　３月23日に現在建設中の大倉トンネルで貫通式が行われ

ました。現在の国道117号のスノーシェッドは、大型車が

すれ違えないなど難所となっており、早期改善が求められ

長野方面に掘り進んでいましたが、昨年末に貫通すること

ができました。

　トンネルを含む大倉バイパスの開通は、平成24年頃にな

る見通しです。

　４月７日に町立小中学校の入学式が行われました。この

春から三箇小学校、津南原小学校と統合した津南小学校で

も入学式が行われ、47人の１年生が真新しいランドセルを

背に入学しました。

　入学した子どもたちが、毎日元気で通学できるように地

域の皆さんの見守りをお願いします。

　４月10日に平成22年度津南町スポーツ少年団の入団式

が町総合センターで行われました。

　今年度は、剣道・柔道・野球・スキー・サッカー・ミニ

バスケットボール・バドミントンの７種目に小中学生合わ

せて251名の団員が入団しました。

　スポーツ少年団の活動を通じて仲間といっしょに汗を流

しスポーツを楽しみましょう。

　４月 10 日に十日町の妻有ショッピングセンター駐車場

で、交通安全フェアが開催されたました。

　このイベントは十日町地域の交通安全協会や自動車整備

協会などが毎年行っているもので、本物のパトカーや白バ

イに触れたり、子ども免許証がもらえたりと子どもたちに

人気があります。

　当日、白バイの説明をしてくれた白バイ隊員は、「皆さ

んが事故を起こさないようにパトロールを行っています。」

と語ってくれました。

　ドライバーは安全運転を、よい子のみんなも車には十分

注意してね。

 念願の大倉トンネル貫通
— 大倉トンネル貫通式 —

 元気に登校しようね
— 新生津南小学校入学式 —

 スポーツがんばるぞ〜
— スポーツ少年団入団式 —

 ちびっこ白バイ隊員参上？
— 交通安全フェア —

↑滝沢和彦本部長の前で力強く誓いの言葉を述べた柔道の石沢海里さん。

↑白バイ隊員の衣装に着替えて本物の白バイと隊員と記念写真を撮る
子どもたち。

↑ 町民念願のトンネルの貫通を祝う小林町長

→写真（右）

新しい学校生活に期待に胸膨らませる津南小学校１年２組の子どもたち。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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心
と
身
体
の
関
係

津
南
病
院
副
院
長
　
村
山
伸
介

心
と
身
体
の
間
に
は
、密
接
で
不
可
分
な
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
、そ

の
関
係
に
自
律
神
経
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。自
律
神
経
系

は
、人
が
意
識
し
て
い
な
く
て
も
身
体
を
合
理
的
に
働
か
せ
て
、生
命
を
維

持
し
て
く
れ
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。運
動
を
し
た
と
き
に
は
身
体
に

多
く
の
血
液
を
送
る
必
要
が
あ
る
た
め
、自
動
的
に
血
圧
が
上
が
り
ま
す

し
心
拍
数
が
上
が
り
ま
す
。逆
に
休
め
ば
自
動
的
に
下
が
り
ま
す
。一
方
ス

ト
レ
ス
が
あ
る
と
自
律
神
経
は
不
安
定
に
な
り
そ
の
状
態
が
長
く
続
く

と
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。気き

管か
ん

支し

喘ぜ
ん

息そ
く

、高
血
圧
、不
整
脈
、

狭き
ょ
う

心し
ん

症し
ょ
う

、胃い

潰か
い

瘍よ
う

、糖
尿
病
な
ど
い
わ
ゆ
る
心
身
症
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。本
来
自
動
的
に
調
整
さ
れ
働

い
て
い
る
自
律
神
経
系
で
す
が
、機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
安
全
シ

ス
テ
ム
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。自
律
神
経
を
鍛
え
身
体
の

働
き
を
整
え
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
、更
に
元
気
に
な
っ
て
存
分
に
能
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
簡
単
に
出
来
る
自
律

神
経
安
定
法
を
二
つ
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．深
呼
吸
を
ゆ
っ
く
り
と
繰
り
返
す

緊
張
を
若
干
で
も
緩
和
す
る
た
め
に
よ
く
行
わ
れ
る
。呼
吸
を
深
く

ゆ
っ
く
り
行
う
こ
と
で
、血
圧
は
十
数
秒
で
下
が
り
ま
す
。時
に
は
叫
ぶ

よ
う
に
大
き
な
声
を
出
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す
よ
。

２
．運
動（
ス
ト
レ
ッ
チ
も
可
）す
る

自
分
で
決
断
し
た
行
動
は
、心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、ス
ト
レ
ス
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
減
ら
し
、安
静
時
の
心
拍
数
を
減
少
さ
せ
ま
す
。適
度
な

運
動
の
利
点
は
、自
律
神
経
を
安
定
化
す
る
な
ど
心
身
に
色
々
な
変
化

を
も
た
ら
し
、ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

３
．泣
く

泣
く
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
し
ま
す
。感
動
す
る
こ
と

は
幸
い
で
す
。

津南町の新アドバイザーを紹介します。
　今回は、新しくアドバイザーの仲間入りをした谷内の

高橋悦子さんを紹介します。

　高橋さんは平成21年度に新潟県農村地域生活アドバ

イザーの認定を受け、今後は津南町のアドバイザーとし

て活動していただきます。

　高橋さんは自ら認定農業者となり、ご両親とともに水

稲、野菜、切り花を中心に農業経営に取り組んでいます。ま

た、地域活動としては竜神の館で「名水豆腐」づくりのメン

バーとして、すでに活躍いただいておりますが、何事にも

的確な発言をし、前向きに取り組む高橋さんから仲間に

なっていただくことで更に

充実したアドバイザー活動

ができると思います。

　皆さん、畑やお店で高橋

さんを見かけたら気軽に

声をかけてください。

　今年度も津南町のアドバ

イザー 12人は食育活動の

一環として地産地消をテーマにした料理講習会を計画し

ておりますので皆さんの参加をお願いいたします。

＜実施された行事＞
〔３月〕
	 17日	 議会第１回定例会閉会
	 23日	 大倉トンネル貫通式
	 25日	 小学校卒業式
	 28日	 津南町森林組合通常総代会
	 31日	 出雲崎町議会議員視察
〔４月〕
	 5日	 全員協議会
	 7日	 町立小・中学校入学式
	 12日	 津南町森林組合野菜等
	 	 処理加工貯蔵施設竣工祝賀会

	 14日	 議長、産業建設常任委員会
	 	 津南町農業改良会議

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 22日	 総文福祉常任委員会
	 	 町スポーツ少年団懇談会
	 27日	 議会報告会
	 	 （正面、相吉、太田新田、加用）
　28日　議会報告会
	 	 （羽倉、陣場下、押付、中深見）
　30日　産業建設常任委員会
	 	 H21年度所管事業成果巡視
〔５月〕
	 7日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい

たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	3000日	 村山カズ（十二ノ木）、桑原マサノ（貝坂）	
	2700日	 桑原セエ（米原）	
	2500日	 桑原正輝（豊郷）	
	1800日	 大倉トヨ（小下里）	
	 200日	 村山海依李（十二ノ木）	
	 100日	 中山シマ（大割野）	
主な運動：なわとび・腹筋・ウォーキングなど

高橋　悦子さん（谷内）



消防防災功労

福原 市
いち

雄
お

さん
（鹿渡）

山田 幸
こうさく

作さん
（清水川原）

滝沢 勝
かつ

枝
え

さん
（正面）

昭和55年以来長きにわたり消防

団員としてよくその重責を勤め

消防防災活動に尽力されました。

昭和54年以来長きにわたり消防

団員として、また平成19年から

は副分団長としてよくその重責

を勤め消防防災活動に尽力され

ました。

固定資産評価審査委員として平

成６年から平成21年までの５期

15年の長きにわたり、中立的・

専門的な立場から税務行政の進

展に貢献されました。

消防防災功労 自治功労

　町では長年にわたり町政の進展に多大な功績があったか
たを「町政功労者」として表彰しています。今年度はここ
に紹介する 3 名と１団体が表彰されました。たいへんおめ
でとうございました。

つまり石仏の会は、平成 17 年から 5 年の歳月をかけ、石
仏の調査を地道に行われてきました。その活動の成果とし
て調査報告書「野仏の里つなん」及びハンドブック「つな
ん石仏の魅力」を執筆、刊行し、津南町の文化活動に多大
な貢献をされました。

つまり石仏の会（13名）
樋口実　島田周典　島田常雄　島田真之　涌井昭五　桑原和位
富沢英明　宮沢和男　福原照男　小巻沢雅　西条利子
桑原道子　福原タツイ

4 月 13 日に行われた嘱託員会議で表彰式が行われました。

つまり石仏の会
（代表：島田常雄）
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津南病院の　　しい先生新
TSUNAN HOSPITAL NEW DOCTOR

佐野浩斎（さのひろなり）医師

西野多聞（にしのたもん）医師

Dr. Hironari Sano

Dr. Tamon Nishino

津南病院に新しい医師が赴任され 4 月から
診療にあたっています。
先生の経歴とメッセージをご紹介します。
どうぞよろしくお願いします。

【プロフィール】

　東京都府中市出身

　（東京ですが、多摩地区の緑の木々の多いところです。）

　平成６年東京慈恵会医科大学医学部卒業

　同大学大学院終了

　日本内科学会認定総合内科専門医

　日本糖尿病学会認定糖尿病専門医

【メッセージ】

　東京慈恵会医科大学付属柏病院の内科医長を経て、津南病

院にやってきました。内科の中でも糖尿病治療を専門とし

ています。

　私の診療が少しでも津南の皆さんの健康増進に役立て

ばと思っています。どうぞよろしくお願いします。

【プロフィール】

　東京都世田谷区出身

　平成10年	………………東京慈恵会医科大学医学部卒業

　平成12年〜15年………米国ワシントン大学シニアフェロー

　平成16年〜18年………慈恵医大青戸病院

　平成18年〜19年………慈恵医大付属病院

　平成19年〜21年………慈恵医大第三病院

　平成21年〜	……………慈恵医大熱帯医学講座に所属

【メッセージ】

　小児科専門医です。津南の地域小児医療に微力ながら貢

献できたらと思っています。

　よろしくお願いします。
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津
南
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果

　

津
南
町
議
会
議
員
の
欠
員
が
、定
数
（
16
人
）

の
６
分
の
１
を
上
回
っ
た
た
め
、
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
４
人
の
定
員
に
６
名
が
立
候

補
し
、
厳
し
い
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
が
選
ん
だ
４
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
議
員
に
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
の
で
選
挙
結
果
の
詳
細
も
合
わ
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

中山　弘 議員

①観光で町起こしに力を入れます。

全町を観光地と考え、農業と大自然と人を繋ぎ誘客に努めます。また飯山

線脇に紅
も み じ

葉を植え 30年後に、もみじ列車を運行します。

②大笑いの日を作ります。

８月８日午前８時８分８秒開始８月８日午後８時８分８秒終了で全町黄色のＴ

シャツや帽子を身に付け、津南町全体が一つになり大輪を作ります。また全町で

10円、100円、500円のワンコイン販売の日（ワンコインデイ）を始めます。

③大割野商店街の模様替えに努めます。

津南町の中心に緑を増やし、電柱をなくします。国道沿いの建物を長期計

画で縄文時代に景観を変えます。

恩田　稔 議員

①若い人の働き場の確保に取り組みます。

　津南の自然や資源を活かし、農商工連携によって産業をおこします。

②交流人口の拡大に取り組みます。

遊休施設を都会の子どもたちの教育の場として活用し、農業体験などを通

じて都会との交流を拡大していきます。

③高齢者が元気よくくらせる町を目指します。

　生涯現役で活躍し、生きがいの持てる環境を作ります。

◆
役
場
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
春
の
人
事
異
動

4
人

選ばれた

■
内
部
異
動
（
４
月
１
日
付
班
長
以
上
）

▼
総
務
課
長　

村
山
昇
▼
税
務
町
民
課
長
兼

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長　

高
橋

和
人
▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長　

本
山
佐
利

▼
建
設
課
長　

石
沢
修
▼
議
会
事
務
局
長　

磯
部
義
栄
▼
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
室

長
兼
地
域
振
興
課
商
工
観
光
班
長　

石
沢
憲

一
郎
▼
税
務
町
民
課
町
民
班
長　

高
橋
誠
一

郎
▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長　

小
林
善
彦
▼

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班
長　

村
山
郁
夫
▼

福
祉
保
健
課
健
康
班
長　

山
本
松
寿
▼
建
設

課
土
木
班
長　

石
橋
亮
一
▼
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
班
長　

高
橋
隆
明
▼
病
棟
看
護
師
長

小
島
清
子
▼
外
来
看
護
師
長　

樋
口
弘
子
▼

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
次
長
兼
総

務
係
長　

小
野
塚
和
夫

■
新
採
用
（
４
月
１
日
付
）

▼
税
務
町
民
課
主
事　

久
保
田
洋
昭
▼
地
域

振
興
課
主
事　

高
橋
将
▼
地
域
振
興
課
主
事

橋
野
浩
史
▼
福
祉
保
健
課
主
事　

保
坂
大
輔

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
保
育
士　

高
橋
明
菜
▼

看
護
師　

宮
川
千
里
▼
看
護
師　

渡
邊
朋
子

■
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
建
設
課
長　

山
本
春
郎
▼
税
務
町
民
課
長

山
田
卓
夫
▼
総
務
課
長　

清
水
光
春
▼
教
育

委
員
会
教
育
次
長　

半
戸
茂
▼
津
南
地
域
衛

生
施
設
組
合
事
務
局
長
兼
総
務
係
長　

小
林

博
明
▼
税
務
町
民
班
長　

島
田
陽
▼
建
設
課

副
主
幹　

石
沢
努
▼
建
設
課
主
査　

吉
野
政

明
▼
津
南
中
学
校
用
務
員　

福
原
市
正
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平
成
22
年
４
月
11
日 

投
票

津
南
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
開
票
結
果

■
当
日
の
有
権
者
数　

９
３
２
５
人

■
投
票
者
数　
　
　
　

７
１
９
６
人

■
棄
権
者
数　
　
　
　

２
１
２
９
人

■
投
票
率　
　
　
　
　

７
７.

１
７
％

■
投
票
総
数　
　
　
　

７
１
９
５
票

　

▼
有
効
投
票　
　
　

７
０
８
８
票

　

▼
無
効
投
票　
　
　
　

１
０
７
票

津端　眞一 議員

①町中心部の活性化に努めます。

大地の芸術祭により作品群を中心部に設置し交流人口増を目指します。

②上郷中学校統合後の活用を校区の皆様と取り組みます。

③農業立町といえる農業施策に取り組みます。

桒原　洋子 議員

①津南病院の存続、充実に力を入れます。

病院を守ることは地域を守ることです。住民の声と現場の声をよく聞き町

政につなぎます。

②予防医療の充実を求めます。

「子宮頸ガン予防ワクチン」と高齢者の「肺炎球菌ワクチン」の接種に助成

を求めます。

③福祉の充実と仕事づくりに力を入れます。

特養ホームの増設を目指します。「小規模事業希望者登録制度」の創設を求

めます。

名
　
　
前

年
齢
集
落
当
選
回
数

得
票
数	

中
山
　
弘

57
・
大
割
野
①

１
５
８
６
票

恩
田
　
稔

58
・
鹿
渡
①

１
５
０
２
票

桒
原
洋
子

59
・
米
原
①

１
２
０
７
票

津
端
眞
一

62
・
上
野
②

１
０
４
９
票

髙
橋
友
清

62
・
見
玉

９
１
２
票

金
子
新
吉

58
・
相
吉

８
３
２
票

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員

の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略（　

）内
は
前
任
校
た
だ
し
十
日
町
圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
外
丸
小
学
校

校
長　

竹
内
直
一
（
上
越
市
）

教
諭　

猪
田
謙
（
上
越
市
）

●
上
郷
小
学
校

教
頭　

保
坂
常
雄
（
上
越
市
）

教
諭　

山
田
由
美
子
（
奴
奈
川
小
）

●
芦
ヶ
崎
小
学
校

校
長　

内
山
恵
子
（
上
越
市
）

教
諭　

渡
邊
奈
緒
（
田
沢
小
）

教
諭　

新
沢
正
幸
（
新
潟
市
東
区
）

教
諭　

保
苅　

梢
（
胎
内
市
）

●
中
津
小
学
校

教
諭　

小
林
敦
子
（
三
箇
小
）

●
津
南
小
学
校

教
諭　

鷹
巣
康
子
（
十
日
町
小
）

教
諭　

渡
邊　

進
（
十
日
町
小
）

教
諭　

阿
部
怜
奈
（
津
南
原
小
）

教
諭　

岡
島
祐
次
（
三
箇
小
）

教
諭　

太
田
有
美
（
新
採
用
）

養
護
教
諭　

涌
井
理
恵
（
鐙
島
小
）

学
校
栄
養
職
員　

小
西
さ
ゆ
り（
小
千
谷
市
）

●
上
郷
中
学
校

校
長　

中
川
久
男（
十
日
町
市
学
校
教
育
課
）

教
諭　

小
林　

寿
（
柏
崎
市
）

教
諭　

黒
川
睦
美
（
南
魚
沼
市
）

●
津
南
中
学
校

教
頭　

桑
原
政
司
（
吉
田
中
）

教
諭　

市
村
和
美
（
十
日
町
中
）

教
諭　

高
橋
祐
子
（
南
魚
沼
市
）

教
諭　

熊
倉　

優
（
新
潟
市
中
央
区
）

教
諭　

鈴
木
麻
美
（
中
条
中
）

教
諭　

長
束
貴
英
（
新
採
用
）

養
護
教
諭　

滝
沢
令
子
（
十
日
町
中
）
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郵
便
事
業
株
式
会
社
は
、重
度
の
身
体
障
害

者
の
か
た
及
び
重
度
の
知
的
障
害
者
の
か
た
で

希
望
さ
れ
る
か
た
に
、青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
封
筒
に
通
常
郵
便
葉
書
を
入
れ
た
も
の
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
配
布
対
象
者

　

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）

・
療
育
手
帳（
Ａ
）

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
５
月
31
日
㈪

■
配
布
枚
数　

お
一
人
に
つ
き
20
枚

■
申
出
の
方
法

○
郵
便
局
な
ど
で
の
申
出
方
法

お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本
郵
便
の
支
店

に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提

示
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。代
理
提
出
も
で

き
ま
す
。

○
郵
送
で
の
申
出
方
法

「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」と
明
記
し

た
適
宜
の
用
紙
に
、
手
帳
の
種
類
・
手
帳
番

号
・
級
別
や
程
度
・
住
所
ま
た
は
居
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本

郵
便
の
支
店
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
財
務
事
務
所
で
は
、返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩
み
の
か
た
を
対

象
と
し
た「
無
料
相
談
」を
平
日
毎
日
行
な
っ
て

い
ま
す
。

相
談
者
の
か
た
か
ら
借
り
入
れ
の
様
子
な
ど

を
お
聞
き
し
た
の
ち
、法
律
専
門
家（
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
）を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
か
た
は
今
す
ぐ
お

電
話
く
だ
さ
い
。か
な
ら
ず
解
決
で
き
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

平
成
22
年
度
の
調
理
師
試
験
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

■
試
験
日

　

平
成
22
年
７
月
14
日
㈬

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
願
書
提
出
期
間

　

平
成
22
年
５
月
24
日
㈪
か
ら

　

平
成
22
年
５
月
31
日
㈪
ま
で

■
願
書
提
出
先

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

■
配
布
の
方
法

日
本
郵
便
の
支
店
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
ま
た

４
月
20
日
㈫
以
降
、
日
本
郵
便
の
支
店
に
直

接
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
お
渡

し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

ご
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は

日
本
郵
便
十
日
町
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
日
本
郵
便
十
日
町
支
店　

℡
７
５
２-

２
３
０
０

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
で
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省	

関
東
財
務
局	

新
潟
財
務
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
２
２
９
‐
２
７
８
８（
直
通
）

■
試
験
場
所

十
日
町
市
及
び
津
南
町
居
住
者
は
南
魚
沼
市

が
試
験
場
所
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
０

「離職者生活ローン」のご案内
　県と新潟県労働金庫では、長引く不況の影響
による解雇や人員整理など、自己の責任によら
ない理由で退職を余儀なくされたかたに対して
低利での融資を行っています。

利用可能者

次の全ての条件を満たすかた
・自己の責任によらない理由で離
職したかた

・求職活動中または職業訓練を受
講中（受講予定も含む）のかた

・雇用保険の失業給付を受けるた
めの要件を満たしているかた

用　途
生活資金等（雇用保険の失業給付
までのつなき資金等）

融資金額 10万円以上50万円以内（1万円単位）

融資利率 年1.70％（固定金利）

融資期間
5年以内（4年以内の場合は6か月以
内の据置も可）

担　保 不要

保　証
保証機関の保証が必要です。

（保証料は労働金庫負担）

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合

もございます。

※別途、保証人をご用意いただく場合もござい

ます。

■お問い合わせ先

産業労働観光部労政雇用課労働福祉・雇用均等係

℡025-280-5260

PICK UP!

青
い
鳥
郵
便
葉
書

借
金
で
お
悩
み
の
か
た
へ

調
理
師
試
験
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毎
年
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
狭
山
市
で
の「
お
茶
摘
み
体
験
」を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
茶
の
香
り
漂
う
新
緑
の
茶
畑
で
新
芽
を
摘
ん

で
み
ま
せ
ん
か
！
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日

　

５
月
16
日
㈰

■
行
き
先

　

・
埼
玉
県
狭
山
市

　

・
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

■
日
程

　

午
前
６
時
50
分　

役
場
前
集
合

　

午
前
７
時　
　
　

出
発

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、酒
類
小
売
販
売
場

（
ス
ー
パ
ー
、小
売
酒
販
店
な
ど
）で
買
い
物
等

を
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、未
成
年
者
飲
酒
防

止
に
関
す
る
表
示
や
店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認

し
、税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く『
酒
類
販
売

管
理
協
力
員
』を
募
集
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

//w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町内公共施設の禁煙に
ご協力をお願いします。

　町では受動喫煙防止対策（たばこの煙にさらされる
ことからの保護）として、4月1日より役場、保健セン
ター、文化センター、総合センター、なじょもん、健康増
進施設クアハウス津南において施設内完全禁煙、また
保育園、小・中学校は敷地内完全禁煙となりました。
　たばこの煙の中には、ニコチンや一酸化炭素などさ
まざまな有害物質が含まれており、受動喫煙により、子
どもの呼吸器感染症や喘息発作の誘発など呼吸器疾患
の原因となります。また肺がんや循環器疾患等のリス
クを上昇させるなど、健康への悪影響が科学的に明ら
かとなっています。
　“元気・笑顔・輝く町”を目指して、公共施設の禁煙に
ついて町民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

定期普通救命講習会開催

　十日町地域消防本部では、下記の日程で「普通
救命講習会」を行います。
■目的

傷病者を発見してから通報し、救急隊が到着す

るまでの間に、周囲にいる人が心肺蘇生・除細

動などの応急手当を行い救命率の向上を図る。

■日程

月日 時間 会場（地域）

5月9日㈰ 9:00〜正午 消防本部

5月19日㈬ 18:30〜21:30 川西地域

未　定 9:00〜正午 南分署

6月9日㈬ 18:30〜21:30 消防本部

6月19日㈯ 9:00〜正午 川西地域

未　定 18:30〜21:30 南分署

7月9日㈮ 18:30〜21:30 消防本部

7月19日㈷ 9:00〜正午 川西地域

7月29日㈭ 18:30〜21:30 南分署

■受付期間

　各回、2週間前から1週間前まで。

　※定員30人になり次第締め切り。

■受講対象者

　管内在住者、在勤者

■参加費

　100円（テキスト代）

■その他

実技が中心ですので、動きやすい服装で参加し

てください。

■お問い合わせ

　十日町地域消防署警防課救急係

　℡757-1558

PICK UP!

PICK UP!

　

午
前
10
時　

狭
山
市
着
・
茶
摘
み
体
験

　

正
午　
　
　

昼
食

　

午
後
２
時　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
散
策

　

午
後
４
時　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
出
発

　

午
後
６
時　

役
場
到
着

■
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た

■
参
加
費

　

大　
　

人　
　

２
５
０
０
円（
中
高
生
含
む
）

　

小
学
生
以
下　

１
５
０
０
円

※
参
加
費
に
は
昼
食
代
、交
通
費
、入
場
料
が
含

ま
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
５
月
７
日
㈮

ま
で
に
総
務
課
企
画
財
政
班（
℡
７
６
５-

３
１
１
２
）ま
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な
お
、定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

茶
の
ま
ち
狭
山
で

お
茶
摘
み
を
し
よ
う
!!

平
成
22
年
度

酒
類
販
売
管
理
協
力
委
員
の
募
集
に
つ
い
て
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地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
　

最
近
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
高
齢
者
へ
の

虐
待
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

虐
待
が
起
こ
る
原
因
は
「
介
護
疲
れ
」「
高

齢
者
本
人
と
虐
待
す
る
側
の
人
間
関
係
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
程

度
が
重
く
な
る
ほ
ど
「
介
護
疲
れ
」
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
内
で
起
き
た
虐

待
の
う
ち
、
約
８
割
は
高
齢
者
が
認
知
症
の

ケ
ー
ス
で
、
認
知
症
の
人
と
介
護
す
る
家
族
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
虐
待
防
止
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　　

虐
待
と
い
う
と
身
体
へ
の
暴
力
行
為
が
す
ぐ

に
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
虐
待
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
種
調
査
に
よ
る
と
、「
心

理
的
虐
待
」
や
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
」

が
多
い
と
い
う
結
果
も
で
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
種
類
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待
…
暴
力
的
行
為
な
ど
で
、
身
体

に
傷
や
ア
ザ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
や
外
部
と

”
同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
“

　

認
知
症
の
か
た
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
の
か
た
を
対
象
に「
認
知
症
家
族
介
護
教
室
」

（
さ
く
ら
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　

日
常
の
困
っ
て
い
る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る

こ
と
な
ど
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
家
族
の
か
た

の
負
担
を
軽
減
し
、
介
護
疲
れ
を
解
消
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
か
た
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　

実
際
に
介
護
を
し
て
い
る
か
た
や
関
心
の
あ

る
か
た
、
過
去
に
介
護
経
験
の
あ
る
か
た
や
男

性
介
護
者
の
か
た
な
ど
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

４
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
日
時　

４
月
26
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

・
内
容　

話
し
合
い

　

５
月
以
降
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
６
月
20
日

号
の
同
紙
面
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

「
高
齢
者
の
尊
厳
と
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
。」

認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
③

認
知
症
家
族
教
室
（
さ
く
ら
会
）

接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
行
為
。

・
具
体
例
…
た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
無
理

や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り

付
け
る
な
ど
。

●
心
理
的
虐
待
…
威
圧
的
な
言
葉
や
態
度
で
脅

す
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
に
よ
っ
て
精
神
的
に
苦

痛
を
与
え
る
行
為
。

・
具
体
例
…
恥
を
か
か
せ
る
、
怒
鳴
る
、
の
の

し
る
、
悪
口
を
言
う
、
子
ど
も
扱
い
す
る
、

意
図
的
に
無
視
す
る
な
ど
。

●
性
的
虐
待
…
本
人
の
い
や
が
る
性
的
な
行
為

や
そ
の
強
要
を
行
う
こ
と
。

・
具
体
例
…
排
泄
の
失
敗
な
ど
に
対
し
て
懲
罰

的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
な
ど
。

●
経
済
的
虐
待
…
本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や

金
銭
を
使
用
し
、
本
人
が
望
む
金
銭
の
使
用
を

理
由
な
く
制
限
す
る
行
為
。

・
具
体
例
…
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

な
い
、
使
わ
せ
な
い
、
年
金
や
預
貯
金
を
本

人
の
意
思
・
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど
。

●
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
…
意
図
的
で
あ
る

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
や
世
話
を
し

て
い
る
家
族
が
介
護
や
世
話
を
放
棄
す
る
行
為
。

・
具
体
例
…
水
分
や
食
事
の
提
供
、
入
浴
な
ど

の
世
話
を
放
棄
す
る
な
ど
。

虐
待
の
種
類

　

「
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
」「
わ
た
し
が
や
ら
な

く
ち
ゃ
」と
い
う
責
任
感
か
ら
、が
ん
ば
る
人
ほ

ど
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
み
、心
身
と
も

に
疲
れ
は
て
て
し
ま
い
、心
な
ら
ず
も
虐
待
が
始

ま
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
の
長
丁
場
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
介
護

者
の
適
度
な
休
息
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
周
り
の
か

た
の
さ
り
げ
な
い
手
助
け
・
見
守
り
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

・
周
囲
の
人
の
協
力
を
得
ま
し
ょ
う
。

　

親
戚
や
近
所
に
も
一
声
か
け
て
介
護
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
介
護
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
こ
と
で
協
力
者
を
得
た
り
、
気
を
楽
に

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

・
同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
を
介
護
す
る
同
じ
境
遇
の
か
た
が
た

と
情
報
交
換
・
思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
た
り
、
元
気
づ
け
ら

れ
た
り
し
ま
す
。

・
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
保
健
課
健

康
班
の
地
区
担
当
保
健
師
な
ど
専
門
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
負
担
の
軽
減
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
紹
介
や
適
切
な
医
療
機
関
の
紹
介
な

ど
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

・
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
で
の
助
け
合
い
な
ど
を
上
手
に
活
用
し
て
、

介
護
の
負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ
は
高
齢
者

へ
の
上
手
な
対
応
と
適
度
な
息
抜
き

介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に
…

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
え
が
あ
れ
ば
、

認
知
症
な
ど
何
ら
か
の
病
気
や
障
害
が
あ
る

人
も
介
護
す
る
家
族
も
、
安
心
し
て
ま
ち
に

出
て
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
り
げ
な
い
手
助
け
・
見
守
り
・
声
か
け
が
高

齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
、安
心
で
安
全
な
ま

ち
に
変
え
て
い
く
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

特
別
な
知
識
や
技
術
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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家
族
の
食
育

桑
原
留
未
（
大
割
野
）

今
年
も
町
の
が
ん
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
４
月
20
日
か
ら
各
集

落
で
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

が
ん
は
津
南
町
の
死
亡
原
因
で
最
も
多
い
病

気
で
す
。胃
が
ん
に
つ
い
て
は
、死
亡
数
は
第
２

位
で
す
が
、
患
者
数
は
最
も
多
い
が
ん
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
こ
ん
な
人
は
胃
が
ん
に
要
注
意
！
】

□
味
付
け
の
濃
い
食
べ
物
を
よ
く
食
べ
る

□
お
酒
を
毎
日
大
量
に
飲
ん
で
い
る

□
家
族
に
が
ん
に
か
か
っ
た
人
が
い
る

□
普
段
か
ら
胃
の
調
子
が
悪
い
・
慢
性
胃
炎
が

あ
る

□
40
歳
以
上

□
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
る

以
上
の
項
目
全
て
に
あ
て
は
ま
る
か
た
は
要

注
意
で
す
。
胃
は
大
き
な
臓
器
で
症
状
が
出
に

く
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
が

ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

最
近
で
は
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
と

治
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
全
国
的
に
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

津
南
町
の
胃
が
ん
検
診
で
は
予
後
の
良
い
早

期
が
ん
の
発
見
が
多
い
で
す
。
早
期
が
ん
の
う

ち
に
発
見
し
、
治
療
を
す
れ
ば
約
90
％
の
か
た

が
回
復
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
胃
が
ん
の
進
行
の
早
さ
は
予
測
困

難
で
早
期
が
ん
も
３
〜
４
年
で
進
行
が
ん
に
悪

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。進
行
が
ん
の
場
合
、

手
術
で
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
検
診
や
精
密

検
査
を
受
け
ず
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
40
歳
を

過
ぎ
た
ら
、
ぜ
ひ
毎
年
が
ん
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

毎
日
の
献
立
を

考
え
る
の
は

大
変
で
す
よ
ね
〜
。

で
も
家
族
み
ん
な
が

元
気
で
過
ご
せ
る
の

は
毎
日
の
食
事
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
１
週
間

の
献
立
を
書
き
だ
し

て
食
事
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
野
菜
が
好
き
な
の
で
一
つ

の
料
理
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ

て
し
ま
い
シ
ン
プ
ル
な
お
料
理
も

か
わ
っ
た
料
理
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

旦
那
さ
ん
は
週
末
、
料
理
を
手

伝
っ
て
く
れ
、
い
つ
も
私
が
野
菜

を
た
く
さ
ん
使
っ
て
か
わ
っ
た
料

理
に
な
っ
て
し
ま
う
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
な

い
で
シ
ン
プ
ル
に
作
る
と
子
ど
も
は
「
パ
パ

が
作
っ
た
料
理
も
お
い
し
い
ネ
！
」
と
嬉
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
姿
を
見
て
パ
パ
の
味
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
の
作
っ
て
く
れ
た
食
事
を
「
食
べ

れ
る
こ
と
は
幸
せ
な
ん
だ
ナ
〜
」
と
感
じ
る

こ
と
も
で
き
、
私
は
旦
那
さ
ん
に
つ
い
「
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
と

言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
い
つ
も
自
分

の
作
っ
て
い
る
料
理
ば
か
り
だ
と
母
が
作
っ

て
く
れ
た
味
も
食
べ
た
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
旦
那
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
に
も
パ
パ
の
味
を
伝
え
な
が
ら

毎
日
家
族
み
ん
な
が
元
気
で
明
る
く
健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

小山　知子
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農
委
通

信

今
、
自
立
の
た
め
に

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
２
年
生
か
４
年
生
ご
ろ

の
国
語
の
教
科
書
最
後
に
載
っ
て
い
た

「
巌

い
わ
お

の
顔
」と
い
う
話
を
今
も
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
る
村
に
大
き
な
岩
が
あ
り
、そ
れ
が

人
の
横
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。村
人
は
あ

の
巌
の
顔
を
し
た
人
物
が
こ
の
村
の
救

世
主
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。小
学
生

だ
っ
た
オ
ー
ネ
ス
ト
は
、毎
日
学
校
へ
行

く
途
中
で
そ
の
巌
の
顔
を
見
な
が
ら
育

ち
ま
す
。ど
ん
な
立
派
な
人
が
現
れ
る
の

だ
ろ
う
と
期
待
し
な
が
ら
。そ
れ
ら
し
き

人
が
次
々
と
現
れ
る
の
で
す
が
、す
べ
て

が
期
待
外
れ
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
オ
ー

ネ
ス
ト
が
大
人
に
な
っ
た
あ
る
日
、「
巌

の
顔
は
、オ
ー
ネ
ス
ト
お
前
だ
！
」と
言

わ
れ
、彼
は
自
分
が
毎
日
見
て
い
た
巌
の

顔
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

こ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
50
歳
を
過
ぎ
た
今
、
自
分
の
人

生
を
支
え
て
い
る
も
の
の
１
つ
が
、
こ

弥生 ―Ma r c h―

長
は せ

谷川
がわ

摂
せつこ

子／文　矢
やざまよしこ

間芳子／絵・構成　福音館書店　900円（税別）

「さくら」

　進級・進学おめでとうございます。
　雪国にもようやく淡いピンク色の春が来ました。この
絵本は屋外だけでなく、屋内でも絵本を片手に「さくら」
を楽しむことができる、そんな美しい絵本です。

新
し
く
津
南
町
へ
お
出
で
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、帰
っ
て
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
、こ
ん
に

ち
は
。

新
し
い
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。今
月
は
、津
南
町

公
民
館
図
書
室
の
ご
案

内
と
、今
年
の「
国
民
読
書

年
」に
ち
な
み
、よ
り
多
く

の
か
た
に
図
書
室
を
知
り
、

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
図
書
室
の
ヒ
ミ
ツ
も
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。「
図
書
室
の
ヒ
ミ
ツ
」は
、３

月
ま
で
毎
月
ひ
と
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
公
民
館
図
書
室
っ
て
…

「
ど
こ
に
あ
る
の
？
」

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
１
階
で
す
。赤

茶
色
い
建
物
で
す
。

「
ど
ん
な
本
が
あ
る
の
？
」

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽
し
め
る
絵
本
や
児
童

書
、小
説
、文
庫
本
、外
国
文
学
や
そ
の
他
の

実
用
書
、百
科
事
典
な
ど
の
参
考
図
書
、郷

土
資
料
、字
の
大
き
い
本「
大
活
字
本
」だ
け

で
も
約
３
０
０
冊
も
あ
り
ま
す
。た
く
さ
ん

の
本
が
あ
り
ま
す
よ
。

「
だ
れ
で
も
借
り
ら
れ
る
の
？
」

　

町
内
は
も
ち
ろ
ん
、近
隣
市
町
村（
長
野

県
栄
村
の
か
た
も
含
み
ま
す
）に
お
住
ま
い

の
か
た
や
、町
内
に
在
勤
・
通
学
さ
れ
て
い

る
か
た
も
登
録
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
作
る

と
、借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
借
り
た
い
本
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
ら
…
」

　

リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。読

み
た
い
本
が
あ
っ
た
ら
、遠
慮
な
く
係
員
へ

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、貸
出
中
の
本
は
予
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

図
書
室
に
な
い
本
は
、県
内
の
ほ
か
の
図

書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
こ

れ
を
相
互
貸
借
シ
ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
無
料
で
す
。）新
潟
県
は
こ
の
相
互

貸
借
シ
ス
テ
ム
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。専
門
書
も
県
内
の
大
学
図
書
館
な
ど
か

ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、雑

誌
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
破
損
し
や
す
い
資
料

に
つ
い
て
は
、対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

そ
の
ほ
か
に
も
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る

か
た
、ぜ
ひ
図
書
室
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。

子
ど
も
読
書
週
間

第
52
回
子
ど
も
読
書
週
間
の
標
語

　「
た
ん
け
ん
し
た
い
な
本
の
森
」

　

４
月
23
日
㈮
～
５
月
30
日
㈰
ま
で
子
ど

も
読
書
週
間
の
絵
本
や
本
の
展
示
・
貸
出
を

行
い
ま
す
。今
年
は
、い
ろ
い
ろ
な
か
た
の

お
勧
め
の
１
冊
を
集
め
、図
書
室
内
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
展
示
を
し
ま
す
。子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

移
動
図
書
室

　

今
年
度
も
５
月
か
ら
、移
動
図
書
室（
自

動
車
巡
回
文
庫
）を
実
施
し
ま
す
。町
内
27

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
一
度
巡
回
し
ま
す
。

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

一
般
小
説
に
つ
い
て
…

　

い
ろ
い
ろ
本
棚
に
並
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
の
本
い
っ
た
い
ど
ん
な
内
容
な
の
か

な
？
と
選
ぶ
の
に
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
そ
ん
な
と
き
は
、
本
の
裏
表
紙

を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
本
の
内

容
が
少
し
だ
け
わ
か
る
よ
う
帯お

び

が
貼
っ
て

あ
る
本
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

お
知
ら
せ

と
し
ょ
し
つ
の
ヒ
ミ
ツ
・
そ
の
①

広報ライブラリー
今月の１冊

４月 −卯
う

月
づ き

−



19 広報 平成22年４月号

の「
巌
の
顔
」だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。経
済
的
か
つ
精
神
的
に
自
立
す
る
こ

と
が
大
人
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
自
立
し
て
い
る
人
」と
い
う
の
は
、周
囲

か
ら「
自
立
し
て
い
る
人
だ
」と
思
わ
れ

て
い
る
人
、そ
れ
ゆ
え
に
、人
々
に
信
頼

さ
れ
、何
か
に
つ
け
て
相
談
を
持
ち
か
け

ら
れ
、助
力
を
仰
が
れ
、責
任
を
求
め
ら

れ
る
人
の
こ
と
。「
自
立
し
て
い
る
人
」と

い
う
の
は
、そ
の
判
断
が
熟
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、常
に
適
切
で
あ
り
、ま

た
い
っ
た
ん
決
断
し
た
こ
と
は
、容
易
に

は
阻
止
で
き
ぬ
ほ
ど
の
実
力
的
な
基
礎

づ
け
を
持
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
立
と
い
う
の
は
、単
体
で
存
在
す
る

も
の
で
は
な
く
、人
々
の
入
り
組
ん
だ
関

係
の
中
で
複
数
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ

利
害
の
や
や
こ
し
い
こ
と
を
経
由
し
た

後
、「
あ
ぁ
、あ
の
人
は
自
立
し
た
人
だ
っ

た
ん
だ
な
ぁ
」と
い
う
よ
う
な
回か

い

顧こ

的
に

し
か
検
知
さ
れ
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　

自
立
と
い
う
の
は
、
宣
言
や
覚
悟
に

よ
っ
て
獲
得
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、長

期
に
わ
た
る
地
道
な
努
力
を
通
し
て
獲

得
さ
れ
た
、「
社
会
的
な
信
認
」の
こ
と
な

の
で
す
。

　

農
地
法
改
正
に
伴
い
農
業
委
員
の
責

務
の
重
さ
を
再
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。　

農
業
委
員　
　

小
林　

源

短
歌
　
砂
丘

雪
の
夜
灯
も
見
え
ぬ
車
中
に
て

　
　

宇
宙
た
だ
よ
う
感
覚
に
お
り	

関
谷　

郁
子

賑
や
か
な
会
話
聞
こ
ゆ
る
が
に

　
　

笑
顔
の
せ
て
観
光
バ
ス
走
り
ゆ
く	

恩
田　

久
美
子

玄
関
で
鳥
追
い
の
歌
口
ず
さ
み

　
　

拍
子
木
の
音
近
づ
く
を
待
つ	

丸
山　

直
子

空
を
ゆ
く
雲
を
眺
む
る
癖
の
つ
き

　
　

快
晴
の
日
は
や
や
さ
み
し
か
り	

小
野
寺　

恒
代

弱
り
ゐ
る
合
鴨
抱
け
ば
柔
ら
か
き

　
　

羽
根
を
と
ほ
し
て
温ぬ

く

み
伝
は
る	

樋
口　

康
子

弥
彦
線
列
車
の
窓
を
過よ

ぎ

り
ゆ
く

　
　

刈
田
広
ご
る
蒲
原
平
野	

上
村　

ミ
ナ

軒
下
の
馬あ

し

び

酔
木
の
老
木
花
芽
吹
く

　
　

昨よ

べ夜
の
粉
雪
手
に
払
ひ
や
る	
内
山　

キ
ク

十
七
年
短
歌
学
び
来
し
「
文
月
会
」

　
　

閉
づ
る
日
の
来
ぬ
涙
流
る
る	

麻
績　

初
恵

梅
に
桃
栗
に
公
孫
樹
柿
な
り
て

　
　

わ
が
家
の
庭
の
恵
み
も
た
ら
す	

滝
沢　

勝
枝

バ
ー
ゲ
ン
の
洋
服
の
話
で
長
電
話

　
　

姉
と
し
て
ゐ
て
煮
物
こ
が
し
ぬ	

風
巻　

京
子

も
ら
ひ
風
呂
帰
り
を
提
灯
持
つ
父
に

　
　

従
き
ゆ
く
母
の
背
に
負
は
れ
ゐ
き（
追
憶
）	

月
岡　

ヨ
リ
エ

広
島
の
原
爆
忌
記
す
新
聞
に
包
ま
れ

　
　

届
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花	

鈴
木　

綾
子

幼
子
の
描
き
く
れ
た
る
絵
の
キ
リ
ン

　
　

や
さ
し
き
顔
に
わ
れ
を
見
て
を
り	

萩
原　

光
之

長
生
学
園

連つ
ら
や
ま山

は
遠
く
ま
わ
り
を
囲
み
い
て

　
　

町
の
真
上
の
青
空
深
し	

板
場　

寛

戸
障
子
を
ゆ
す
り
て
吹
雪
く
彼
岸
入
り

　
　

黄
砂
が
今
朝
の
新
雪
汚
す	

滝
沢　

義
正

天
暗
く
龍
出
で
し
ご
と
戸
障
子
を

　
　

揺
ら
し
て
吹
雪
大
荒
れ
と
な
り	

柳
沢　

チ
ヨ

浮
き
雲
を
眺
め
て
過
ご
す
午
後
の
陽
に

　
　

薄
雲
か
か
り
て
流
れ
ゆ
く
な
り	

福
原　

ミ
ヨ

掛
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
電
話
鳴
り

　
　

あ
あ
私
も
と
話
が
弾
む	

富
沢　

キ
ミ

沢
陰
に
小
さ
き
蕾
ひ
っ
そ
り
と

　
　

し
ょ
う
じ
ょ
う
袴
は
春
を
告
げ
い
る	

高
橋　

ヤ
ス
ノ

千
葉
よ
り
の
贈
り
物
な
る
竹
の
子
と

　
　

は
っ
さ
く
の
香
に
雪
消
え
希ね

が

ふ	

島
田　

眞
之

個
人

大
寒
波
昼
夜
止
ま
ず
に
吹
き
荒
れ
る

　
　

春
や
彼
岸
の
訣わ

か

れ
雪
か
な	

辰
ノ
口　

小
野
塚
吉
光

咲
き
が
け
て
黄
に
咲
く
花
の
福
寿
草

　
　

春
の
日
あ
び
て
美
し
か
り
き	

大
割
野　

清
水　

貞
子

俳
句
　	

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

譲ゆ
づ

る
も
の
捨す

て
る
も
の
分わ

け
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

す	

貞

本ほ
ん
だ
な棚

の
隙す

き

間ま

に
逃に

げ
て
年と

し

の
豆ま

め	

し
げ
る

絶た

え
間ま

な
き
雪ゆ

き

解げ

雫
し
づ
く

の
軒の

き

端ば

か
な	

芳
司

竜
り
ゅ
う

宮ぐ
う

に
取と

り
の
こ残

さ
る
る
風か

ぜ邪
心ご

こ

地ち	

千
年
雄

大お
お
つ
ぶ粒

の
霰

あ
ら
れ

集あ
つ

ま
る
轍

わ
だ
ち

跡あ
と	

酔
花

雪ゆ
き
が
さ嵩

の
凹へ

こ

み
し
窓ま

ど

に
星ほ

し

見み

ゆ
る	

妙

冬ふ
ゆ
も
や靄

の
お
お
ふ
川か

わ

沿ぞ

ひ
母は

は

の
村む

ら	

れ
い
子

凍し
み
わ
た渡

り
丘お

か
ひ
と一

つ
越こ

え
二ふ

た

つ
越こ

え	

房
良

釣つ
り
ざ
お竿

を
延の

ば
し
て
み
て
は
春は

る

を
待ま

つ	

兎
月

ひ
と
つ
事こ

と

ば
か
り
思お

も

ひ
て
春は

る
う
れ愁

ふ	

冬
詩
子

春は
る

の
雪ゆ

き
ね
こ猫

の
髭ひ

げ

に
も
と
ま
り
け
り	

渡
舟

降ふ

り
続つ

づ

き
隣

と
な
り

家や

見み

え
ぬ
雪ゆ

き

の
嵩か

さ	

吉
光
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歩
数
計
購
入
費
の
助
成
を
行
い
ま
す

先
着
３
０
０
人
で
ご
ざ
い
ま
～
す
。

平
成
21
年
12
月
号
の
広
報
つ
な
ん
で『
冬

場
の
活
動
量
を
増
や
そ
う
』と
い
う
特
集

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、食
生
活
に
気
を
つ

け
、雪
か
き
な
ど
で
し
っ
か
り
と
体
を
動
か

し
、体
重
を
増
や
さ
ず
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
か
？
例
年
の
よ
う
に
冬
場
に

体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
あ
な
た
、気
持
ち

を
新
た
に
今
日
か
ら
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
歩
数
計
の
購
入
費
の
助
成
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

歩
数
計
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

活
動
量
が
増
え
、
体
重
が
減

少
し
た
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
運
動
す
る
時
間
が
な
い

か
た
は
歩
数
計
を
装
着
す
る
こ
と
に

よ
り
、
普
段
の
活
動
量
を
把
握
で
き

る
の
で
有
効
で
す
。

　

歩
数
計
の
種
類
も
多
種
多
様
で
、

従
来
の
ベ
ル
ト
の
位
置
に
取
り
付
け

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
勧
め
は

３
０
０
０
円
〜
４
０
０
０
円
く
ら
い

の
か
ば
ん
や
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ

て
い
て
も
歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
高

性
能
な
歩
数
計
で
す
。

　

町
で
は
、
お
お
ぜ
い
の
町
民
の
皆

様
か
ら
歩
数
計
を
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
歩
数
計

の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
「
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
せ

ず
に
階
段
を
使
う
」「
１
階
の
ト
イ

レ
を
使
用
せ
ず
、
４
階
の
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
」「
徒
歩
で
通
勤
す
る
」

な
ど
歩
数
を
増
や
す
こ
と
で
も
十
分

に
健
康
づ
く
り
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
歩
数
計
を
毎
日
装
着
し
て

『
１
日
１
万
歩
！
』
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

●  歩 数 計 購 入 費 助 成 事 業  ●
■助成対象

　津南町在住の 18歳以上の申請者１人に対し１台を限度とする。

■助成金額

　購入費の２分の１に相当する額で 1000 円を限度とする。

■申請方法

歩数計はスポーツ店、ホームセンター、薬局等で購入することができます。インターネッ

トを利用しての購入もできますが、助成対象とならない場合がありますので次の注意事

項をご覧ください。

★歩数計購入後、福祉保健課健康班にある歩数計購入費助成金申請書に領収書を添付して

　申請してください。

★書類を確認後、指定の口座に助成金を振り込みいたします。

※注意事項　
　①領収書は平成22年４月１日以降のものを有効とし、コピーは不可とします。
　　また歩数計購入の領収書であることを確認できない場合は助成できませんのでご注意ください。
　②申請には印鑑と助成金振込の口座番号が必要です。
　③この助成を利用したかたには町が主催するウォーキングイベント（目指せ！チーム100万歩や津南町歩けあるけ大会等）
　　の案内を送付させていただきますのでご参加ください。
　④今年度の助成予定は先着300個分です。数に限りがありますので助成希望のかたはお早めに申請してください。

福祉保健課　半戸保健師
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庚
申
講（
オ
カ
ネ
サ
マ
）

　

オ
カ
ネ
サ
マ
は
庚
申
の
お
祭
り
な
ん
だ
。そ
の

お
祭
り
を
す
る
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
の
違
い
が
、同

じ
集
落
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
る
と
古
老

か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。庚
申
の

お
祭
り
に
参
加
し
た
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て

は
、と
て
も
興
味
の
あ
る
こ
と
で
話
題
が
広
が
り

ま
し
た
。そ
の
概
要
を
順
序
不
同
で
綴
り
ま
す
。

　

終
戦
前
ま
で
は
、
本
家
を
中
心
と
し
た
同
族

や
マ
キ
の
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
血
縁
の

講
中
と
、
隣
近
所
や
大
字
な
ど
を
単
位
と
し
て

構
成
す
る
地
縁
の
講
中
、
血
縁
や
地
縁
に
こ
だ

わ
ら
ず
有
志
や
希
望
者
が
集
ま
っ
て
、
庚
申
の

祭
り
を
す
る
講
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、
血
縁
関
係
の
講
中
は
解
散
す
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
し
、オ
カ
ネ
サ
マ
の
こ
と
を

話
題
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

さ
び
し
く
な
っ
た
と
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。ま
た

昔
は
講
中
の
入
会
者
は
男
だ
け
で
あ
っ
た
が
、戦

後
か
ら
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
て
、
今
は
男
女

い
っ
し
ょ
で
庚
申
の
お
祭
り
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

オ
カ
ネ
サ
マ
は
年
２
回
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

崇
拝
の
対
象
と
し
て
、
庚
申
の
掛

軸
を
床
の
間
に
掛
け
る
こ
と
は
共
通

し
て
い
ま
す
が
、
猿
田
彦
の
掛
軸
を

掛
け
る
講
中
も
あ
り
ま
す
。
猿
田
彦

の
掛
軸
だ
け
を
掛
け
る
講
中
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
は
、
床
の
間
や
恵
方
に
庚
申
棚
を
し
つ

ら
え
て
掛
け
ら
れ
た
御
本
尊
の
庚
申
さ
ん
を
、

神
と
み
る
と
こ
ろ
は
多
い
よ
う
で
す
が
、神
棚
に

祭
祀
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
庚
申
さ
ん

を
仏
と
み
る
と
こ
ろ
で
は
、仏
壇
に
祀
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。庚
申
さ
ん
は
特
別
の
神
仏
と
し
て

昔
か
ら
特
別
扱
い
だ
っ
た
の
で
す
。

　

オ
カ
ネ
サ
マ
の
お
勤
め
に
は
、
神
道
の
お
祓

い
と
般
若
心
経
な
ど
神
仏
混
交
で
行
わ
れ
ま
す
。

お
祓
い
や
般
若
心
経
の
繰
り
返
し
の
回
数
は
そ

れ
ぞ
れ
講
中
の
決
め
ご
と
で
異
な
り
ま
す
。

　

猿
田
彦
に
つ
い
て
、こ
ん
な
話
も
聞
き
ま
し
た
。

猿
田
彦
が
亡
く
な
る
と
き
天
王
寺
を
訪
ね
た
と

こ
ろ
、こ
こ
は
仏
院
で
す
の
で
、そ
な
た
猿
田
彦

を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
と
い
わ
れ
て
、

許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
猿
田
彦
は
、死

ん
だ
ら
必
ず
仏
に
な
る
こ
と
を
約
束
し
て
、天
王

寺
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
猿

田
彦
は
神
仏
ど
ち
ら
で
も
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。神
仏
混
交
の
土
台
と
な
る
話
で
す
。

昔
は
水
路
に
か
ぶ
さ
る
雑
木
や
草
は
ま
き

や
牛
馬
の
餌
と
し
て
刈
り
、
水
草
や
土

砂
を
あ
げ
て
川
の
流
れ
を
良
く
し
て
い
ま
し

た
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
幼
虫
の
時
期
に
24
個
ほ

ど
の
カ
ワ
ニ
ナ
を
食
べ
ま
す
が
、
カ
ワ
ニ
ナ
は

光
を
良
く
通
す
流
れ
で
育
つ
藻
を
食
べ
て
育
ち

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
生
態
系
と
人
の
く
ら
し
系
が

重
な
っ
て
い
た
た
め
、
意
識
す
る
こ
と
な
く
ホ

タ
ル
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
現

在
、
主
な
水
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
ん
が
い

設
備
が
整
い
、
昔
か
ら
の
水
路
は
木
や
草
が
か

ぶ
さ
っ
て
薄
暗
い
た
め
カ
ワ
ニ
ナ
も
見
つ
け
る

の
に
苦
労
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
系
」
が
分

離
し
て
「
乱
雑
さ
の
度
合
い
を
増
し
て
種
の
進

化
を
し
て
い
る
」
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
方
が

昔
と
違
っ
て
き
て
い
る
た
め
に
起
き
る
こ
と

で
、自
然
の
変
化
は
後
戻
り
が
で
き
ま
せ
ん
し
、

人
間
の
暮
ら
し
も
昔
に
戻
る
こ
と
が
不
可
能
で

す
。
で
す
か
ら
、
自
然
の
変
化
を
少
し
で
も
遅

ら
せ
、
貴
重
な
種
を
将
来
に
残
す
に
は
二
つ
に

分
離
し
て
い
る
「
系
」
を
人
間
の
側
か
ら
意
識

し
て
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

人
間
生
活
の
ゆ
と
り
の
中
か
ら
「
思
い
や
り
」

系
と
い
う
枝
を
延
ば
し
て
「
自
然
」
系
に
橋
を

か
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
っ
て
や
り
自
然
系
の

崩
壊
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

地
球
全
体
で
は
寒
冷
化
に
向
か
う
時
期
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
人
間
の
暮
ら
し
が

温
暖
化
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

過
去
に
多
く
の
動
植
物
が
人
間
の
暮
ら
し
の
た

め
に
絶
滅
し
、
種
の
混
乱
を
招
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
人
の
暮
ら
し
は
自
然
と
切
り
離
し
て
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
意
識
し
て
自

然
に
対
し
て
働
き
か
け
な
け
れ
ば
両
方
の
系
が

「
崩
壊
」
と
い
う
方
向
の
進
化
を
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
の
ゆ
と
り
は
な
か
な
か
生
ま
れ
ま
せ

ん
が
、
少
し
時
間
を
見
つ
け
て
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
自
然
を
観
察
し
た
り
、
小
川
の
ご

み
を
片
づ
け
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

津
南
町
自
然
に
親
し
む
会　

村
山
郁
夫

青面金剛　（津南町結東）

津南の自然 その334
（2010.4）

エントロピー増大の法則③

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

155
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厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
か
た
が
20
歳
以

上
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業)

す
る
と
、市
区
町

村
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
、月
額

１
５
，１
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困

難
な
か
た
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除

さ
れ
る
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
、免
除
さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ
う

に
扱
わ
れ
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の

　
　
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の

　
　
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の

　
　
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

特
例
免
除
制
度
と
は

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ
の
前
年
度
に

退
職(
失
業
や
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
も
含
む)

を
し
た
か
た
が
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。　

　

こ
の
制
度
で
は
、
通
常
は
審
査
対
象
と
な
る

ご
本
人
の
所
得
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

［
手
続
き
方
法
］

　

特
例
免
除
制
度
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
住

民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
に
次
の
３
点
を

持
参
し
て
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
の
納
付
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

②
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
で
す
。
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
書
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
や
離
職
票
等
）

　

な
お
、免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
に「
追
納
」を
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

○
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

○
津
南
町
役
場
税
務
町
民
課

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

社会に出るまでまったく本を読まなかった私は、友人の

薦めで一冊の小説に出会いました。以来、小説のおもしろ

さにのめり込み、飲み会にも本を持って行く有様でした 

(^^;)

そんな私が、3 年前少年法を疑問視する番組で取り上げ

られたこのノンフィクションルポルタージュを読み衝撃を

受けました。

内容は「28 年前の酒鬼薔薇事件」として取り上げられた、

ミッション系高校同級生殺人事件の被害者家族と、加害者

のその後を綴った取材記録です。

被害者の母親は事件後数年の記憶をも失い、妹はカッ

ターで手首を切る衝動を繰り返し、時が癒
いや

してくれるどこ

ろか、徐々に家庭崩壊の道へ進んでしまいます。

一方の加害者は少年院を退院後、名前を変え一切の謝罪

もないまま大きな法律事務所を経営する弁護士になってい

ました。少年法が望む「更生」とは、加害者の社会復帰た

だそれだけのことなのでしょうか？

とても考えさせられるとともに、その当時は、ヤ●キー

先生など「昔悪かったけど今は立派に更生して…。」マス

コミなども、そんな人たちを称える風潮があったようです

が、いくら過去とはいえ、人を傷つければ必ず被害者がい

たということを忘れてはいけないと、痛感いたしました。

（それまでは、そんな人たちの特集を見るのが、結構好き

でした ^^;）

加害者は、親から受けた一方的な人格形成が原因だった

ことも背景となっており、やがて思春期を迎える子を持つ

親として、たいへん良い勉強になりました。

この本を読んだ時の衝撃や内容は、未だに忘れられず、

ぜひ読んでいただきたい一冊であります。

楽しい本も良いですが、たまにはこんな考えさせられる

本も良いものですね (^^)

さてさて次回は、江口真奈美さんを紹介いたします。

奥野修司／著　文藝春秋／出版

内山　義幸（芦ヶ崎）

心にナイフをしのばせて

本とわたし
紹介する本

−村山　薫さんから

Pen Relay

退
職(

失
業)

に
よ
る

特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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　　　イラストGallery

なんでも掲示板
サークル員募集や催し物の
案内等に利用してください
申込先765-3112 内線225

ハガキの書き方

裏 表

答え

住所
氏名・年齢
TEL

津
南
町
大
割
野

　
　津
南
町
役
場

　総
務
課

　
　
　総
務
班
行

切
手
9  4  9　  8  2 9 2－

さきねこさん

ねこまんじゅうさん

すわめぐみさん

にっしさん

問題　町議会議員補欠選挙に6人が立候補し4つの議席
を争いました。選挙の投票率は、何％だったでしょうか。

	 ①88.88

	 ②77.17

	 ③69.98

■締切　平成22年５月10日㈪　当日消印有効

■発表　先月号の答えは問題１−③、問題２−①です。

たくさんの応募ありがとうございました。正解者から

抽選で５人に図書カードをお送りします。

　○涌井初枝さん

　○根津杏奈さん

　○江村　恵さん

　○大倉キヨさん

　○涌井美波さん

※なんでもハガキでの応募はご遠慮ください。

こいのぼりの寄贈のお願い
上郷地区振興会

　かの千曲川が信濃川とその名を変える信越県境の川をま

たいで鯉のぼりを泳がせて12年、五月連休の風物誌に加わ

りました。

　春を迎えた感動、津南への歓迎の気持ちをこめ毎年数本

を更新しながら続けて参りましたが、全体に褪色が進んで

しまいました。

　それぞれ思い出の詰まった貴重なものと存じますが、ご

家庭に眠っている「こいのぼり」がありましたら大小を問わ

ずご寄贈をお願いいたします。

　ご一報をいただければいただきに参ります。

　連絡先　事務局　㈱涌井土木(766-2511)
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戸 籍 の 窓

橋野明
あ す か

日風（子種）	 満さん

	 奈津恵さん

涌井　颯
そうすけ

介（相吉）	 如也さん

	 里香さん

半戸　瑠
る な

南（中子）	 昭人さん

	 美砂さん

反リ目新
あら

汰
た

（中深見）	 靖之さん

	 美穂子さん

江村　佳
けいすけ

祐（小島）	 弘幸さん

	 奈津子さん

風巻　トモさん	 （97歳・大割野）
藤木　芳友さん	 （85歳・谷内）
久保田常義さん	 （86歳・羽倉）
風巻　金吾さん	 （87歳・大割野）
大口　定男さん	 （94歳・芦ケ崎）
髙橋サカヱさん	 （94歳・見玉）
福島　 郎さん	 （72歳・大割野）
中村　　律さん	 （86歳・宮野原）
福 　元治さん	 （82歳・外丸）
保坂　伸二さん	 （74歳・正面）
風巻　武男さん	 （88歳・大割野）
鈴木福次郎さん	 （96歳・相吉）
久保田キクさん	 （97歳・恵福園）
城澤　喜幸さん	 （37歳・小下里）

山田　真也さん（亀岡）

沖山智枝美さん（神奈川県）

櫻井　仁さん（群馬県）

藤ノ木涼子さん（朴木沢）

桑原　明広さん（正面）

佐野　敦子さん（外丸）

成毛　馨さん（小千谷市）

中村理恵さん（宮野原）

金子正規さん（相吉）

朴　　萌さん（韓国）

島田　郁弥さん（赤沢）

石澤みなみさん（大割野）

瀧澤　翼さん（押付）

江村　祥子さん（大井平）

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝

■人口11,154（−27）　男5,451（−19）　女5,703（−８）

■世帯数3,665（−２）　■転入35　■転出54　■出生５　■死亡13　■婚姻５4月1 日現在（　）内は前月比
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予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります

　もうすぐゴールデンウィーク！なじょもんでは従来の体験

に加え、｢ 版画を彫ってみよう ｣、｢ タケトンボを作ってとば

してみよう ｣ など、『興味はあるけど、どうやって…』、『大

人だけど、やってみたい♪』…といったような体験も開催し

ます !! 皆さんどうぞご参加ください。

　※ ｢ 版画を彫ってみよう ｣ は、小学 3 年生以上からとなります。

○春季企画展Ⅰ
　「白と黒の詩的情景―津南の雪と花を中心に―井上員

かず

男
お

展」
　平成 22 年 4 月 24 日㈯〜 5 月 30 日㈰

雪国の風景を描いた雪国シリーズのほか、

山の草花を描いた版画や屏風、扇子など

の作品をご覧いただきます。

○編み物、繊維に興味をお持ちのかた♪
アンギン編みの体験をしてみませんか？アンギン編みは縄

文時代から受け継がれてきた伝統的な編み物です。この原

料であるカラムシ ( アオソ ) の刈りとり、おかきの体験も

しています。興味のあるかたは、なじょもんまでぜひご連

絡ください。　

津南町の人口

5月 【なじょもん☎765-5511】

日　時 プログラム 内　容 金額

１日㈯

AM こだわりの勾玉作り いつもの白い滑石とはひと味ちがう黒やピンクの石を磨いてみよう！ 600

PM
探しにいこう春の味　野外

なじょもん周辺には、いろいろな食べられる木の芽・草
の芽があるよ！野原で天ぷらにして食べてみよう！

300

こだわりの勾玉作り いつもの白い滑石とはひと味ちがう黒やピンクの石を磨いてみよう！ 600

1日 アンギン編み
オールカラムシの繊維で1日かけて本物作りの体験を
してみよう！(昼食持参でお願いします）

1000

2日㈰ PM 土面作り
とっても芸術的な縄文人の土面。縄文人に負けないお
もいっきり面白い土面を作ってみよう！

800

3日㈷
AM そば打ち

なじょもん産そば粉で名人の業を習おう。
打ちたておそばは、とびきりおいしい！

800

PM わら細工 わらを扱う名人のおじいちゃんたちが教えてくれるぞうり作りに挑戦！ 500

4日㈷ PM 版画を彫ってみよう
絵とは一味違う版画の世界。版画を始めたいと思った
人この機会に基本から学んでみませんか？

（小学3年生以上）
500

5日㈷

AM タケトンボを作ってとばしてみよう くるくるくるくるタケトンボどこまで飛ぶかな？飛ばしてみよう!! 300

PM おばあちゃんのおやつ　もぐさあんぼ
これぞ津南の春の味！おばあちゃんお得意の「もぐさ
あんぼ」のおいしい作り方を教えてもらおう。

800

8日㈯ PM こだわりの勾玉作り いつもの白い滑石とはひと味ちがう黒やピンクの石を磨いてみよう！ 600

9日㈰ AM バードウォッチング　野外
夏鳥が渡って来て小鳥の恋の季節！
美しい声でさえずる姿を観察しよう。

300

15日㈯ AM 水辺の生物　野外
まだ冷たい水辺では、ホタルの幼虫たちが上陸している。
まだ川の中にいる幼虫とえさのカワニナを観察しよう！

300

16日㈰
AM 田ぶち　野外 田植え前の一仕事。今年も豊作でありますように！ 300

PM 陶芸 土を練って練って、オリジナルなお茶碗やカップを作ってみよう。 800

22日㈯ AM 森の観察会　野外
さあ　春の森へ出かけよう！森の木々が花盛り。
ホオノキの花の甘い香りがしてきそう。

400

23日㈰
AM 田植え　野外

田んぼのベトに足入れて、ドロだらけになって田植え
をしよう！まっすぐに植えてネ！

300

PM アンギン編み 縄文時代から続く編み物技術「アンギン」に挑戦！ 800

25日㈫ 19:30〜 星空観察　野外
土星のリングと赤い惑星火星・金色の金星。月齢11の
月と惑星の豪華な競演。デジカメで誰でも撮影できま
す！ちょっとしたコツ教えます。

300

29日㈯ PM 藍染め
なじょもん産藍草から仕込んだ藍かめの中で、藍色の
布を染めてみよう！

800

30日㈰

AM 雑穀播種　野外
なじょもんで、昨年採れた種を播いています。
キビ・アワ・エゴマ・シコクビエなど栄養満点！

300

PM 米粉のパン作り
なじょもん産の美味しい米の粉を使って、もちもちパ
ンを作ってみよう。

800

5月２日〜５日午前午後 勾玉作り 削って・磨いて・磨いてわたしのお守り、勾玉を作ろう！ 500

※友の会の皆さんは半額です。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
三
箇
小
学
校
・
津
南
原
小
学
校
と
統
合

後
は
じ
め
て
の
津
南
小
学
校
入
学
式
。期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
校
長
先
生
が
握
手
を
し

て
ま
わ
り
ま
す
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